
 

 
 

令和５年度 第３０回御幸公園梅香事業推進会議 摘録 

日 時 令和５年８月１０日（木） １０：００～１１：００ 

場 所 幸区役所 ４階 第４会議室 

議 題 １ 令和４年度 各課事業報告について 

（１）観梅会実施報告（企画課） 資料１ 

（２）うめかおる寄附・募金の受付状況（報告）（総務課） 資料２ 

（３）御幸公園施設（梅林）の整備について（道路公園センター） 資料３ 

２ 令和５年度 各課事業計画について 

（１）令和５年度企画課事業計画（案）（企画課） 資料４ 

（２）うめかおる写真展及び川柳コンクール（地域振興課） 資料５ 

（３）歴史・文化の伝承に関する取組（生涯学習支援課） 資料６ 

（４）令和５年度御幸公園施設整備予定（道路公園センター） 資料７ 

（５）ウメの生育状況調査結果報告（道路公園センター） 資料８ 

（６）市民との協働の取組（道路公園センター） 資料９ 
 

出席者 □委員 
幸区町内会連合会 中川 潔 委員長 
幸観光協会 加藤 邦彦 副委員長 
幸区町内会連合会 金井 弘年 委員 
幸区町内会連合会 齊木 敏雄 委員 
小向仲野町新生会 小林 則男 委員 
幸区老人クラブ連合会 富士原 裕文 （泉 宣枝 委員代理） 
幸区子ども会連合会 神谷 厚子 委員 
幸区文化協会 山田 益男 委員 

□顧問 
幸区長 赤坂 慎一 

□関係者 
副区長 寺澤副区長 
総務課 茂木課長 
企画課 林課長補佐、大野職員 
地域振興課 櫻井課長、原田係長 
生涯学習支援課 加藤課長 

□事務局 
道路公園センター 沼田所長（事務局長）、栗山担当課長、山口担当課長、 

浅見担当係長、荒担当係長、山口主任、神保職員、峰職員 
 

欠 席 株式会社東芝 小向事業所 中村 大樹 委員 
西御幸小学校 柴田 薫 委員 
御幸中学校 吉村 尚記 委員 
川崎総合科学高等学校 濱野 雄功 委員 

 

傍聴者 ０人 

決定事項 各課からの議題については、提案のあったとおり進めることとする。 

（事務局から次の事項を説明し、了承を得た） 
  川崎市審議会等の会議の公開に関する条例における会議公開の対象となっているため、傍聴を許可

していること。 
  行政の記録や市政だより等への資料のため、写真撮影を行うこと。 
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Ⅰ 委員長挨拶 

日頃より御幸公園梅香事業推進会議に御協力いただき有難うございます。コロナ禍のなかで観梅

会の規模の縮小や会議の書面開催など皆様から大変な御協力を得てきました。 
御幸公園への２５種、２３２本の植樹も終わり、昨年度は、観梅会も盛大に実施することができま

した。来年は、市制１００周年を迎え、全国都市緑化かわさきフェアも開催されます。そのようなこ

とも踏まえ、すばらしい観梅会を開催し、市制１００周年と都市緑化かわさきフェアに参画していき

たいと考えています。よろしくお願いします。 
 

Ⅱ 議題 

１ 令和４年度 各課事業報告について 

 議題１（１）観梅会実施報告について（企画課）【資料１】  

１．事業報告 

  【資料１】を説明。 
  数年ぶりに一日イベントを実施した。 
  イベント当日、かなりの強風が吹いていたため、午前１１時から予定していた川崎総合科学

高校吹奏楽部の演奏を中止した。 
  強風の影響で危ない部分もあったが、大きな怪我等はなく、一日イベントを実施できた。 
  来場者から「様々なイベントや出店があり元気がありよかった」との意見を頂戴したが、強

風の影響で、設置したテントが飛びそうになり、職員がそれを押さえることに必死で人手が

行き届かなかったこと、本部との連絡体制がうまく取れなかったことを反省している。今後

は、人手の確保や本部との連絡体制の強化し、より安全面に配慮したものにしたい。 
  次回の観梅会は、令和６年の川崎市制１００周年と全国都市緑化かわさきフェアを踏まえた

ものにする。 
 
２．質疑や意見 

（観梅会の感想について） 

神谷委員：今回の観梅会は、風が本当に強くて大変だったが、家族連れが沢山訪れ、皆さんがイベ

ントを待ち望んでいたことを実感した。すごく嬉しかった。今回の観梅会は出店数が随

分多く、家族連れも楽しめたと思う。これからも出店数をよく考えて企画して欲しい。 
 

（イベント会場の場所について） 

金井委員：今回の観梅会は、イベント数も多く、沢山の方に来て頂いた。皆さんにイベントを観覧

していただいたことは有り難いが、観覧場所がイベント会場より低かったので、イベン

ト会場と観覧場所の間に人が立つと後ろの人はイベントが全く観られなかった。イベ

ント会場として野球場の利用を検討出来ないか。 
大勢来てもらえても、皆さんが観られるようにしないと意味がない。私も随分長い時間

観ていたが前に人がいて、ちっともイベントが観られなかった。なんとか解決してもら

いたい。途中で観梅会に来た人は絶対にイベントが観られない。 
委員長 ：今の御意見を貴重なものとし解決する方向で検討してください。 
 

（イベント会場と観覧場所の位置関係図） 
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（野点茶会や出店について） 

委員長 ：今回の観梅会は大勢の方に来て頂いたため、野点茶会や出店の終了が予定より早かっ

た。これは逆に言うと嬉しい誤算であったが、次回は（天気次第の部分もあるが）この

ような場合にも対応できるように企画を組んでください。 
 

（今回の観梅会の反省点について） 

山田委員：強風のため幕が飛びそうになった。次回は、その辺の対策をしっかりとお願いしたい。 
 

 議題１（２）うめかおる寄附・募金の受付状況（報告）（総務課）【資料２】  

１．事業報告【資料２】 

  お一人から高額の寄附を頂いたので、件数は少なかったが寄附金額の総額は大きかった。 
  御幸公園の近隣のマンションの方々からも寄附を頂いた。地域の方に御理解と御厚意をいた

だいたということで、非常に喜ばしく思っている。 
 

２．質疑や意見 

（募金について） 

委員長 ：募金額についてはお気持ちなので多い少ないは別として、イベント時など人が集まり

やすい機会に積極的に募金をお願いするような取組は必要だ。例えば、区民祭のときに

スペースをお借りし、募金をお願いするといった取組が考えられる。収入を増やす取組

は、この事業の課題だと思っている。地味な活動だが、積極的に取り組んでほしい。 
茂木課長：承知しました。検討します。 

 
（ふるさと納税のメニューに梅香事業をエントリーすることについて） 

加藤委員：ふるさと納税が大変な話題になっている。ふるさと納税を集める方法として梅香事業

を活用する話は来ているか？ 
茂木課長：令和４年度までは、ふるさと納税のメニューとして梅香事業をエントリーしていたが、

令和４年度に植樹が完了したことから、今年度については、ふるさと納税のメニューか

ら梅香事業を除いた。 
加藤委員：川崎市のふるさと納税による流出額は百数十億円にのぼると言われている。これを少

しでも穴埋めするためにも、また、梅香事業を広く知っていただくためにも、ふるさと

納税のメニューに梅香事業を挙げることは大変有意義だと思う。 
茂木課長：ふるさと納税のメニューは、オール市役所で決めているので、再度、梅香事業をエント

リーすることには難しい部分があるが、御意見として承る。財源の確保という観点で、

寄附とは別の方法で何かできないかは検討を進める。 
 
 議題１（３）御幸公園施設（梅林）の整備について（道路公園センター）【資料３】  

１．事業報告 

  【資料３】を説明。 
  令和４年度は、平成３０年度に策定した「御幸公園梅林の将来像」に基づき、１０本のウメ

を植えた。品種は八重寒梅２本、緑愕４本、紅千鳥４本。 
  四ツ目垣、縁台、背伸ばし、腹筋ベンチを整備した。 

 
２．質疑や意見 

（大田区・梅屋敷から御幸公園へ梅を移植することについて） 

委員長 ：小向梅林から移植した梅が東京都の梅屋敷にあるので、梅屋敷の梅林（の一部）を御幸

公園に挿し木したらどうだろうかという相談を受けている。市にもそのような相談が

来ているか。 
事務局 ：川崎市も梅屋敷の梅林が道路の拡幅の支障になっているので、梅林（の一部）を御幸公

園に移植できなかという相談を市の観光協会から受けている。しかし、梅屋敷がある大

田区からまだ連絡をいただけていない。大田区から正式に連絡が入ったら、会議で御報

告する。 
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委員長 ：せっかくの御提案ですし、今後の御幸公園の歴史に刻まれる１本としても重要だと思

っているので、実現に向けて進めてください。 
事務局 ：承知しました。 
 

２ 令和５年度 各課事業計画について 

 議題２（１）令和５年度企画課事業計画（案）（企画課）【資料４】  

１．事業計画（案）等の説明 

  【資料４】を説明。 
  ６月に実施した梅の摘果作業の様子を幸区のインスタグラムで発信した。 
  令和５年度の観梅会を令和６年２月１７日に実施したい。 

 
２．質疑や意見 

山田委員：令和６年に市制１００周年を迎え、全国都市緑化かわさきフェアも開催される。都市緑

化かわさきフェアに観梅会も参加していくのか。何か特別なイベントを企画するのか。

あるいは、今の観梅会を淡々と進めていくのか、市はどのようなイメージを持っている

のか。 
林係長 ：都市緑化かわさきフェアについては、令和６年秋開催と令和７年春開催に分けて行わ

れる。令和５年度観梅会は、都市緑化かわさきフェア期間中に行われる来年度の観梅会

のプレという位置づけになる。もちろん次回の観梅会も市制１００周年を迎える年な

ので、それらの企画とも連携していく。都市緑化かわさきフェアのメイン会場に御幸公

園は入っていないが、幸区として緑化事業を進めていくコンテンツの一つとして観梅

会を捉えているので、道路公園センターとも連携し進める。 
 
３．令和５年度の事業計画について 

委員長 ：観梅会の１日イベントの開催日を令和６年２月１７日とし、この案で進めてください。 
 
 議題２（２）うめかおる写真展及び川柳コンクール（地域振興課）【資料５】  

１．事業計画（案）等の説明 

【資料５】を説明。 
 
２．質疑や意見 

加藤委員：報告のなかで幸区ガイドマップについての話があった。幸区ガイドマップは毎年更新

されているか。また、発行のタイミングはいつか。 
櫻井課長：幸区ガイドマップは、毎年、更新している。発行は年度初めの４月には区民にお渡し出

来るように準備している。 
 
３．令和５年度の事業計画について 

委員長 ：この案で進めてください。 
 
 議題２（３）歴史・文化の伝承に関する取組（生涯学習支援課）【資料６】  

１．事業計画（案）等の説明 

  【資料６】を説明。 
  今年度は新たに『文化』の伝承に関する取組を予定。 
  今年度の文化講演会のテーマは「おいしく学ぶ！梅香る食の文化と私たちの健

けん

“幸
こう

”（仮）」

を予定している。梅にまつわる食文化や梅の持つ効能などを、梅料理の実践を交えながら学

ぶ。観梅会の時期に合わせて実施することで、梅香事業全体への関心を高め、地域への愛着

と誇りを育むきっかけにしたい。 
 

２．質疑や意見 

 
３．令和５年度の事業計画について 

委員長 ：この案で進めてください。 
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 議題２（４）令和５年度御幸公園施設整備予定（道路公園センター）【資料７】  

１．事業計画（案）等の説明 

  【資料７】を説明。 
① ウメの補植：梅林内にウメを５本補植予定。品種は決まっていない。枯死してしまった場所

に同じ樹種を植える予定。 
② パーゴラの日よけ設置：破損個所の補修と併せ、日よけを設置予定。 
③ 梅林内の施設の補修：樹名板やロープ柵など、破損が見られる施設の補修を行う予定。 

 
２．質疑や意見 

特になし。 
 
 議題２（５）ウメの生育状況調査結果報告（道路公園センター）【資料８】  

１．事業報告 

  【資料８】を説明。 
  御幸公園梅林において、①ウメ輪紋ウイルスの調査、②名札調査、③樹勢調査を実施した。 
  ウメ輪紋ウイルス（ＰＰＶ）への感染が疑われる樹木は無かった。 
  調査時にはアブラムシが発生している樹木は確認されなかった。 
  梅林内の調査対象のウメ約２００本のうち、２本については枯死が確認された。３本につい

てはキノコが確認された。更新の必要性を含めた対応を検討する。 
 
２．質疑や意見 

（枯死の原因と土壌について） 

齊木委員：２本枯死したとの話があったが土壌が悪いのか。以前も同じ箇所の梅の木が枯死した

と記憶している。ガレキを土壌にしているとの話も聞いている。 
神谷委員：「また、同じところの梅の木が枯死しましたね」と以前、この会議で話した記憶がある。 
事務局 ：堤防工事と関係があると思われるが、多摩川に近い部分の土壌にガレキが入っていた

ことは道路公園センターも確認している。そのガレキは、一昨年の工事で一部取り除い

たと聞いている。また、今回、枯死した２本の場所は、以前の場所とは異なるようだ。 
 
３．令和５年度の事業計画について 

委員長 ：この案で進めてください。 
 

 議題２（６）市民との協働の取組（道路公園センター）【資料９】  

１．事業報告 

  【資料９】を説明。 
  ７月１４日に梅香サポーターと話し合いを行った。現在１１名いる梅香サポーターのうち２

名の方に参加して頂いた。今まで梅香サポーターの活動のメインが摘果の作業のボランティ

ア活動になってしまっていた。もっと活躍して頂きたいということで話し合った。 
  梅香サポーターは、ウメ輪紋ウイルスの調査にも協力したいとの意向だった。梅サポーター

の拡充や梅の実の活用についても取り組みたいとの話を頂いた。 
  ６月１日の摘果作業のとき、昨年度参加できなかったので、今年度は参加したいと御幸小学

校の児童が１００名程度参加してくれた。御幸小学校の児童を含め今回の摘果作業の参加者

は、２００名程度であった。 
  来年度に開催する全国都市緑化かわさきフェアに向け、今年度から関係課と連携し、取組を

検討・実施する。 
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２．質疑や意見 

（梅サポーターの募集方法について） 

神谷委員：この事業を長く続けていくためには梅サポーターの充実が必ず必要になってくる。報

告を聞いて、やっと梅サポーターが動き出したという感じがしてきた。今、加入されて

いる梅サポーターは、御幸公園の近くにお住まいの方という認識でよいか。また、梅サ

ポーターの募集はどのような形でやっているのか。 
山口課長：梅サポーターの募集案内を市政だよりに出したり、観梅会のときにチラシやパンフレ

ットを配って募集している。実際に観梅会のときに配ったチラシやパンフレットを見

て、梅サポーターに加入したというサポーターもいる。 
神谷委員：繰り返しになるが、梅サポーターの力がこれから大事になってくる。今日の会議には町

内会長もいらしてくださっている。町会の集まりで皆さんに梅香事業にもっと積極的

に関わってくださいとアピールして頂けないか。 
委員長 ：貴重な御意見として拝聴しました。 
 

（梅の実の適正管理について） 

委員長 ：摘果作業の前に梅の実が早採りされているような実態があるようだということが、毎

年気になっている。柵を作るような無粋なことはこの公園にふさわしくないと思って

いるので、中々対策は難しく、良識に任せるほかないようにも思うが、この件について、

今年の状況はどうだったか？ 
沼田所長：私も梅の実の生育状況を確認しましたが、手が届くような所に梅の実はあまり有りま

せんでした。 
事務局 ：昨年度は梅の実が取られるという通報が多くあったが、今年度は１件も無かった。た

だ、摘果作業のとき園路に近く手が届く場所に梅の実がほとんど無かったので、通報者

がいない夜間や早朝に梅の実が取られた可能性は否定できない。すぐには難しいが、何

らかの形で対策を講じていきたい。この問題については、梅サポーターのお知恵や力も

お借りしながら進めていきたい。 
 
（「成島柳北碑」のレプリカの作成について） 

山田委員：以前、綱島にある「成島柳北碑」を御幸公園に移設できないかという話をして断られた

という経緯があるが、市制１００周年に向け、「成島柳北碑」のレプリカの作成はでき

ないか。レプリカの作成であれば、それほど費用はかからないし、１００周年の記念事

業としてふさわしいと思う。 
 

Ⅲ その他 

１ 第３１回御幸公園梅香事業推進会議の開催予定 

事務局 ：次回の御幸公園梅香事業推進会議は、令和５年１１月２０日（月）１４時からを予定し

ています。 
 

２ 参考資料 

参考資料１：令和５年度御幸公園梅香事業スケジュール  
参考資料２：御幸公園梅香事業実施要綱  
参考資料３：御幸公園梅香事業推進会議設置要綱  
参考資料４：御幸公園梅香事業庁内連絡会議設置要綱  
参考資料５：御幸公園梅香事業推進会議名簿  
参考資料６：第２８回御幸公園梅香事業推進会議議事録 

 
 

以上 
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第３０回 御幸公園梅香事業推進会議 

 

次 第 

 

日時 令和５年８月１０日（木）  

１０時００分から１１時００分   

会場 幸区役所４階第４会議室  

 

１ 開会 

  

２ 議題 

 

 

（１）令和４年度 各課事業報告について 

・観梅会実施報告（企画課）……………………………………………資料１ 

・うめかおる寄附・募金の受付状況（報告）（総務課） ……………資料２ 

・御幸公園施設（梅林）の整備について（道路公園センター）……資料３ 

 

（２）令和５年度 各課事業計画について 

・令和５年度企画課事業計画（案）（企画課） ………………………資料４ 

・うめかおる写真展及び川柳コンクール（地域振興課）……………資料５ 

・歴史・文化の伝承に関する取組（生涯学習支援課）………………資料６ 

・令和５年度御幸公園施設整備予定（道路公園センター）…………資料７ 

・ウメの生育状況調査結果報告（道路公園センター）………………資料８ 

・市民との協働の取組（道路公園センター）…………………………資料９ 

 

３ 閉会 

 

参考資料１：令和５年度御幸公園梅香事業スケジュール 

参考資料２：御幸公園梅香事業実施要綱 

参考資料３：御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

参考資料４：御幸公園梅香事業庁内連絡会議設置要綱 

参考資料５：御幸公園梅香事業推進会議名簿 

参考資料６：第２８回御幸公園梅香事業推進会議議事録 
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５　アンケート集計結果について

※アンケート調査票を用いて調査を実施。（回答者数 213）

(1)お住まいの地域 N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

川崎区 4 1.9% 16 2.8%
幸区 182 85.4% 413 73.0%
中原区 10 4.7% 36 6.4%
高津区 0 0.0% 5 0.9%
宮前区 0 0.0% 1 0.2%
多摩区 0 0.0% 2 0.4%
麻生区 0 0.0% 0 0.0%
川崎市 0 0.0% 3 0.5%
他都市 15 7.0% 64 11.3%
無回答 2 0.9% 26 4.6%
 ※「その他」記述

・横浜市(9) ・品川区(1) ・大田区(1) ・豊島区(1)

(2) ①性別 N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

男性 67 31.5% 214 37.8%
⼥性 137 64.3% 318 56.2%
無回答 9 4.2% 34 6.0%

(2) ②年齢 N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

20歳未満 81 38.0% 195 34.5%
20 39歳 40 18.8% 55 9.7%
40 59歳 50 23.5% 136 24.0%
60歳以上 35 16.4% 138 24.4%
無回答 7 3.3% 42 7.4%

(3) 来場方法 N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

徒歩 94 44.1% 261 45.4%
⾃転⾞ 81 38.0% 199 34.6%
バス 12 5.6% 31 5.4%
その他 21 9.9% 58 10.1%
無回答 5 2.3% 26 4.5%
 ※「その他」記述

・⾞(18) ・電⾞(1) ・三輪⾞(1)

(4)「観梅会」の開催を何で知りましたか（複数回答） N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

ポスター・チラシ 140 65.7% 271 47.9%
川崎市HP 18 8.5% 57 10.1%
知人・友達の紹介 33 15.5% 72 12.7%
その他 18 8.5% 144 25.4%
無回答 5 2.3% 36 6.4%
 ※「その他」記述

・通りがかり(2) ・SNS（インスタグラム）(7) ・市政だより(1)

(5)御幸公園に梅林があることをご存知ですか  N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

知っていた 186 87.3% 445 78.6%
知らなかった 23 10.8% 91 16.1%
無回答 4 1.9% 30 5.3%

38.0%
18.8%

23.5%
16.4%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳未満
20 39歳
40 59歳
60歳以上

無回答

87.3%
10.8%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた
知らなかった

無回答

8.5%
15.5%

8.5%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ポスター・チラシ

川崎市HP
知人・友達の紹介

その他

無回答

44.1%

38.0%
5.6%

9.9%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

⾃転⾞

バス

その他

無回答

31.5%

4.2%

0% 20% 40% 60%

男性
⼥性

無回答

1.9%

85.4%
4.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.0%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

川崎区

幸区

中原区

高津区

宮前区

多摩区

麻生区

川崎市

他都市

無回答

約1/3が若い世代

前年比約9%UP
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(6)「御幸公園梅香事業」をご存知ですか N=213
項目 回答者数（R4） 構成比（R4） 回答者数（R3） 構成比（R3）

知っていた 142 66.7% 326 57.6%
知らなかった 68 31.9% 208 36.7%
無回答 3 1.4% 32 5.7%

(7)本日の「観梅会」はいかがでしたか N=213
項目 回答者数 構成比 回答者数（R2） 構成比（R2）

とても良かった 121 56.8% 323 60.9%
良かった 79 37.1% 170 32.1%
ふつう 9 4.2% 31 5.8%
やや不満 1 0.5% 4 0.8%
不満 0 0.0% 2 0.4%
無回答 3 1.4% 36 14.8%

５ その他、ご意⾒・ご要望等をご⾃由に記⼊ください（⾃由記述）（回答数 100）
【励みの御意⾒等】
・ 演奏などがイベントがあり楽しめた
・ 梅がとてもきれいだった
・ 来年もやってほしい
・ ⽊の数が増えて、しかも⼿⼊れが良くてすばらしかった
・ 御幸公園の梅は、「川崎市の誇り」。今後更ににぎやかになることを願っている
・ 参加できてよかった。とてもきれいで気持ちも落ち着いた
・ 梅が良い香りでとても良かった。出し物もすごかった
・ 昨年よりも、にぎわってて人も多いし楽しかった
・ 今年は沢⼭のイベントやお店も出ていて、とても楽しく過ごせた。⼦供も喜んでいた。
・ 例年コロナで静かだったが様々なイベントや出店があり元気がありよかった
・ プレイパークが良かった
・ クイズラリーが楽しかった
【改善や対応を求める御意⾒】
・ 強風で大変だった
・ 梅むすびが⻑かった
・ 外なので紙を書くのが難しい
・ クイズラリーは⼦供用もあると⼦供も楽しめるのでお願いしたい
・ レジン、茶会など、もっと参加できる人数を増やしてほしい

66.7%
31.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた
知らなかった

無回答

56.8%

37.1%

4.2%

0.5%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60%

とても良かった

良かった

ふつう

やや不満

不満

無回答

前年比約9%UP

94%が好印象
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令 和 ５ 年 ８ ⽉ １ ０ 日 
道路公園センター・企画課 

 
令和４年度 御幸公園観梅会 実施報告について 

 
１ 日時 

【観梅会イベント】 
令和５年２月１９日（日）：１０時～１４時 
【梅観賞】 
令和５年２月１９日（日）～２月２８日（火） 

 
２ 内容 

【観梅会イベント】 
１０時～    オープニング演奏、植樹式  
１０時３０分～ 梅観賞会（１回目）  
１１時～    川崎総合科学高等学校吹奏楽部【強風により中止】 
１１時３０分～ 第二ひかり幼稚園和太鼓クラブ彩鼓奏 
１２時～   御幸中学校演舞部 
１２時３０分～ 梅鑑賞会（２回目） 
１３時～    小向獅子舞  
１３時３０分～ 御幸中学校吹奏楽部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 ○式典 
 １０時  開会（チラシデザイン作成者感謝状贈呈、寄付者記念品贈呈 等） 
      植樹式 
 
 
 
 
 

 
○同時開催 

  梅鑑賞会 
 
 
 
 
 

R５.８.１０ 令和５年度第３０回御幸公園梅香事業推進会議資料 
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野点茶会 
  

 
 
 
 
 
 

  レジン小物づくり 
 
 
 
 
 
 
 

【梅観賞】 
保護柵の一部を開放し、梅林内での鑑賞の機会を提供 
○“梅”むすび 
 梅林内において、指定した梅の木を結ぶと絵が浮かび上がる「点むすび絵」を実施 
※公園内で配布する解答用紙に記入・提出していただいた先着 1,000 名に「梅香事業特製ノ

ベルティ」等をプレゼント 
○クイズラリー 

  梅林内に、御幸公園の梅に関するクイズを出題（５題） 
 
３ 協力団体 

 
○市立川崎総合科学高等学校  
○市立御幸中学校   
○第二ひかり幼稚園和太鼓クラブ彩鼓奏  
○小向獅子舞保存委員会  
○幸区文化協会  
○一般社団法人 プレイグリーン推進協会   
○NPO 法人 幸区盛り上げ隊 

 
４ 周知・広報チラシ 

○イラスト制作：川崎総合科学高等学校デザイン科 
前田 初さん（参照：別紙１） 

○ポスター（掲示） 

区内公共施設 

全町内会連合会にて町内会掲示板へ掲示の依頼 等 

○チラシ（配布） 

御幸公園内案内所、区内公共施設、近隣小中高等学校 等 

○市政だより、区ＨＰ、ＳＮＳ 

ポスター 
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４ 実施結果 
○観梅会案内所の設置（常時１名配置）                                                                      

【役割】観梅会のチラシ配布、景品引換え、梅林内の巡視等 

○イベント参加者数（アンケート回収数） 

  ２１３件 

○トラブル等 

  なし 

○アンケートの意見（抜粋） 

・例年コロナで静かだったが様々なイベントや出店があり元気がありよかった 

・御幸公園の梅は、「川崎市の誇り」。今後更ににぎやかになることを願っている 

・木の数が増えて、しかも手入れが良くてすばらしかった 

・梅が良い香りでとても良かった。出し物もすごかった 

・クイズラリーが楽しかった 

・強風で大変だった 

・クイズラリーは子供用もあると子供も楽しめるのでお願いしたい 

                                                                                                                                                                        

５ アンケート集計結果 
別紙２参照 

 
６ 振り返り 及び 次回イベント開催に向けて 
（振り返り） 

○約３年ぶりとなる音楽演奏等の催し物を実施し、大きな賑わいを見せた。また、観梅会イベ

ント後も、梅鑑賞の期間イベントを継続して開催することで、多くの人にご来場いただくこ

とができた。 
○対策を講じたうえで式典等を開催したが、体調不良を訴える方も出ず、式典を終えることが

できた。 
○当日の強風及び雨の影響で、出演予定だった学校の演奏が中止となったこと等から、天候不

順の場合の対策を、より一層講じる必要がある。 
（次回の開催イメージ） 

○前年度のアンケートからも分かるように、観梅会イベントの開催は、コロナ禍で失われつつ

あった、人々の活気を取り戻すきっかけとなり、大きく賑わいを見せたことから、次回につ

いても引き続き、音楽演奏等を実施するなど、華やかで賑わいのあるイベントを開催する。

また、昨年同様、参加者からは「梅を近くで見られて良かった」という声を多くいただいた

ことから、次回も引き続き、一定期間の梅林の開放を前提にイベントを企画するとともに、

梅林の開放期間中に１日イベントを開催することで検討を行う。また、令和６年は市制１０

０周年を迎えるため、１００周年を見据えたイベント内容を併せて検討する。 
○梅の開花状況を踏まえ、梅林の開放期間はこれまでと同様に、２月中旬～下旬までが望まし

いと思われる。 
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１　令和４年度確定（R5.3.31現在）

寄附者

個人 5 件 750,000 円 5 件

企業等 1 件 100,000 円 1 件

- - 14,666 円 -

- 6 件 864,666 円 6 件

２　累計額（参考）

年度 種別 寄附者

個人 23 件 1,108,000 円 13 件

企業等 9 件 850,000 円 9 件

募金 - - 7,828 円 -

小計 - 32 件 1,965,828 円 22 件

個人 12 件 730,000 円 7 件

企業等 5 件 300,000 円 5 件

募金 - - 20,536 円 -

小計 - 17 件 1,050,536 円 12 件

個人 12 件 423,001 円 5 件

企業等 3 件 168,000 円 3 件

募金 - - 30,564 円 -

小計 - 15 件 621,565 円 8 件

個人 16 件 1,010,005 円 12 件

企業等 0 件 0 円 0 件

募金 - - 7,233 円 -

小計 - 16 件 1,017,238 円 12 件

個人 6 件 220,000 円 3 件

企業等 1 件 50,000 円 1 件

募金 - - 26,621 円 -

小計 - 7 件 296,621 円 4 件

個人 5 件 750,000 円 5 件

企業等 1 件 100,000 円 1 件

募金 - - 14,666 円 -

小計 - 6 件 864,666 円 6 件

- 93 件 5,816,454 円 64 件

Ｒ03

寄附

Ｒ0２

寄附

件数

寄附

Ｈ29

金額 プレート申込

件数 金額 プレート申込

Ｒ04

寄附

令和5年8月10日
御幸公園梅香事業推進会議

Ｈ30

寄附

Ｒ01

寄附

計

うめかおる寄附・募金の受付状況等について（報告）

種別

寄附

募金

計
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令和４年度の御幸公園施設(梅林)整備について(報告)
幸区役所道路公園センター 公園整備担当

①ウメの新植 【基本⽬標３ 梅林の復活 － 実施計画（１）梅林の整備】

②施設整備 四ツ⽬垣・・・・・・・・・【基本⽬標５ 梅林の保全 － 実施計画（２）梅の⽊の保全対策】
縁台 ・・・・・・・・・・【基本⽬標７ 公園の利⽤促進 － 実施計画（１）散策路等の整備】
背伸ばし、腹筋ベンチ・・・【基本⽬標７ 公園の利⽤促進 － 実施計画（２）健康増進関連施設の整備】

・平成30年度に策定した「御幸公園梅林の将来像」に基づき、10本のウメを新植しまし
た。品種は八重寒梅2本、緑愕４本、紅千鳥４本を植樹しました。

図1 御幸公園概略図

・⽼朽化した四ツ目垣の改修、縁台の改修及び舗装やり直し、ベンチタイプの健康遊具２基の設置を⾏いました。

四ツ目垣 縁台 背伸ばしベンチ 腹筋ベンチ

本 内訳 本 内訳 本 内訳 本 増減内訳 本 増減内訳

①
新植区

（広場）
63 63 63 63 66

新植3本

（空地の補植）
68

新植2本

（空地の補植）

②
新植区
（斜面地）

5 10
新植5本
（国道入口部分）

10 15
新植5本
（苗木植栽跡地）

15 17
新植2本
（空地の補植）

③ 古木区 11 21 苗木移植10本 31
苗木移植10本(接木
用)

31 34
新植3本（空地の補植）
接木試験5本

35
新植1本
（空地の補植）

④
古木区

（多摩川側）
18 28 苗木移植10本 43

苗木移植15本(接木

用)
43 45

新植2本（空地の補植）

接木試験15本
46

新植1本

（空地の補植）

⑤
古木区（国道
側）

11 26 苗木移植15本 41
苗木移植15本(接木
用)

46
新植5本
（国道入口部分）

46 47
新植1本（空地の補植）
接木試験15本

⑥ 芝生広場区 0 0 0 0 0 0

⑦
多摩川

隣接区
0 15

苗木移植15本

(接木用)
25

苗木移植10本（接木

用）
接木試験10本

25 接木試験40本 27 新植2本（空地の補植） 30
新植3本

（沿道部）

108 163 213 223 233 243

白梅中心

エリア

紅梅中心
エリア

その他
エリア

合計本数

令和4年度

新植5本、移植50本 移植50本 新植10本 新植10本 新植10本区分
現状

本数

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

表 御幸公園梅林の将来像【植樹計画編】・植樹スケジュールと⽬標本数

※合計本数は植樹した本数、枯損⽊を差し引くと、232本のウメが現存

新植箇所

四ツ目垣

縁台

背伸ばし、腹筋ベンチ
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令和５年８⽉１０日 
幸 区 役 所 企 画 課 

  
令和５年度 企画課 事業計画（案）について 

 
１ SNS 等を活用した取組の発信 

【基本目標１ 魅力の発信 － 実施計画（１）情報発信】 

 ○梅の摘果作業の発信（区インスタグラム）(R5.6.1) 

 ○その他、年間を通じ、梅香事業での取組を HP や市政だより等により随時発信する予定 

  
２ 観梅会の開催【基本目標１ 魅力の発信 － 実施計画（３）梅まつり（観梅会）の開催】 

【基本目標６ 次世代への継承 － 実施計画（３）学校との連携による魅力発信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○スケジュール 

 
 

R5.８.１0 令和５年度第１回御幸公園梅香事業推進会議資料 

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

観梅会の開催

学校との連携
による魅⼒発信

情報発信

開催日検討・調整
▼推進会議にて開催日決定

観梅会の企画検討、各活動団体・学校等に出演依頼、

観梅会開催▼

開催に向けた協議・調整・準備等

▲
出演に関する協議・調整等、デザイン制作に関する協議・調整等

作品受領▲
推進会議にて

▲
採⽤作品を⽤いた

観梅会出演▼

広報・魅⼒発信

▲
作品選考・決定

観梅会にて
▲

採⽤作品制作者チラシにて観梅会の
への感謝状贈呈制作依頼

観梅会チラシデザイン

御幸公園内のイベントや梅香事業に係る取組の情報発信（随時）

観梅会周知▼

R5.8.10

R6(2024)年２⽉

先負 仏滅 大安

建国記念の日

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

天皇誕生日

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引

※各イベントの開催日︓あくまで現時点での⾒込みであり、確定していない。

令和5(2023)年度 御幸公園 観梅会︓開催候補日（案）

日 ⽉ 火 水 ⽊ ⾦ 土

28 29 30 31 1 2 3

●こども会議
（幸市⺠館ほか）

4 5 6 7 8 9 10

●総合防災訓練

11 12 13 14 1715 16

（危機管理担当）

23 24

★観梅会準備
（生涯学習推進課）

18 19 20 21 22

●大倉⼭観梅会︖

25 26 27 28 29 1 2

●総合科学高校︓卒業式
●大倉⼭観梅会︖ ●幸高校︓卒業式

●多⽂化交流会

観梅会

観梅会

★１日イベント
候補日

★１日イベント
候補日

★１日イベント
候補日 ～3/3
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うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
幸区役所地域振興課 

 

１ うめかおる写真展                      【実施計画１－（２）関係】 

(1) 令和４年度事業結果 

ア 写真展日程 

(ｱ) 幸区役所     令和４年４月１日（月）～４月２６日（金） 

(ｲ) 日吉出張所    令和４年５月９日（月）～５月２０日（金） 

イ 令和５年度うめかおる写真展に向けて 

(ｱ) 募集期間     令和５年１月１０日（火）～２月２４日（金） 

(ｲ) 応募総数     ９３点 

(ｳ) 区長賞等の授与  令和５年３月２８日 

（幸区長賞、幸観光協会会長賞、幸区文化協会会長賞、タウンニュース賞） 

(ｴ) 受賞作品の活用 

「２０２３年さいわいガイドマップ」に幸区長賞受賞作品を掲載 

(2) 令和５年度事業計画 

ア 写真展日程 

(1)イ(ｲ)の全応募作品を令和５年度うめかおる写真展にて展示する。 

(ｱ) 幸区役所     令和５年４月 ３日（月）～４月１４日（金） 

(ｲ) 日吉出張所    令和５年４月２４日（月）～５月１２日（金） 

イ 令和６年度うめかおる写真展に向けて 

(ｱ) 募集期間     令和６年１月中旬～２月下旬（予定） 

(ｲ) 区長賞等の授与  令和６年３月下旬（予定） 

 

 

２ 川柳コンクール                     【実施計画６－（１）、（２）関係】 

(1) 令和４年度事業結果 

区内５つの市立小学校及び区民祭の来場者を対象に実施。 

ア 募集期間 令和４年１２月１日（木）～令和５年１月１３日（金）（各小学校募集期間） 

       令和４年１０月１５日（土）、１６日（日）（区民祭における募集） 

イ テ ー マ 幸区と梅 

ウ 応募総数 御幸小学校（３年生）、南河原小学校（３年生）、戸手小学校（３年生）、 

古川小学校（３年生）、西御幸小学校（６年生）、区民祭来場者 

       計４３８作品 

エ 展示期間 令和５年２月１日(水)～２８日(火) 

       ※幸区役所展示コーナーにて展示 

 

オ 記 念 品 各小学校の応募者全員に色鉛筆セットを贈呈 

区民祭における応募者全員にレジャーシートを贈呈 
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(2) 令和５年度事業計画 

ア 対  象 区内市立小学校 

イ 募集期間 令和５年１２月上旬～令和６年１月中旬（予定） 

ウ 応募点数 １人１句 

エ 発  表 幸区役所展示コーナーにて展示 

オ 記 念 品 応募者に記念品を贈呈 

 

 

３ 令和５年度のスケジュール予定 

  R5                        R6 

 ４月 ５月 ６～１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

 

写

真 

展 

 

          

 

川 

柳 

 

          

 

 

R5 年度 

写真展 

受賞作品の活用（さいわいガイドマップ２０２４表紙掲載など） 

募集要項の決定等 

内容の検討 

表

彰 

R6 年度 

募集・選考 

募 集 展 示 

展 示 
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歴史・文化の伝承に関する取組について 

 

１ 歴史・文化の伝承に関する取組の経緯 

  平成２８年度から実施してきた「歴史講演会」は、江戸時代から順に近現代まで

の御幸地区の歴史をテーマとして５回計画で実施し、令和元年度に終了した。 
令和４年度は、御幸公園の歴史に深く関わる人物である「成島柳北」氏をテーマ

に取り上げ、講演会を実施した。 
昨年度の「歴史講演会」は幸区と梅林に関わる歴史を概ね網羅した内容となって

おり、２８年度から続く「歴史講演会」のまとめとして位置づけ、今年度は新たに

『文化』の伝承に関する取組を実施する予定である。 
 

２ 令和４年度アンケート結果(抜粋、回収 16 件) 

 
  ・参加者のうち約４割が「梅香事業」を知らなかったと回答しており、事業全体

の認知度向上に繋がっている。 
 

３ 令和５年度関連事業 

（１）文化講演会 テーマ(案) 

「おいしく学ぶ！梅香る食の文化と私たちの健
けん

“幸
こう

”(仮)」 

梅にまつわる食文化や梅の持つ効能などを、梅料理の実践を交えながら学ぶ。

観梅会の時期に合わせて実施することで梅香事業全体への関心を高め、地域

への愛着と誇りを育むきっかけとする。 
講師：未定 

（２）幸図書館関連図書コーナーの設置 
    幸図書館職員と連携をし、講演会に合わせて関連図書コーナーを図書館内に

設置する。 
 
４ 令和５年度スケジュール予定 

 
  
 
 

 （生涯学習支援課） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

講座内容・講師・開催日の検討調整 文化講座及び

関連図書コーナー設置募集

20

資料６



令和５年度の御幸公園整備について
幸区役所道路公園センター 公園整備担当

②パーゴラの日よけ設置

①ウメの補植（梅林内）
（樹種未定）

令和５年度の御幸公園施設（梅林）整備について、ウメの補植、パーゴラの日よけ設置、梅林内の施設の補修等を⾏います。

①ウメの補植
【基本目標３ 梅林の復活 － 実施計画（１）梅林の整備】

梅林内にウメを５本補植します。
品種はまだ決まっていませんが、枯死してし
まった場所に同じ樹種を植える予定です。

②パーゴラの日よけ設置
【基本目標７ 公園の利用促進 － 実施計画（１）散策路等の整備】

破損個所の補修と併せ、日よけを設置します。

③梅林内の施設の補修
【基本目標５ 梅林の保全 － 実施計画（２）梅の⽊の保全対策】

樹名板やロープ柵など、破損が⾒られる施設
の補修を⾏います。

パーゴラの日よけ設置

現況写真 イメージ

③梅林内の施設の補修
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ウメの生育状況調査について

御幸公園梅林において、①ウメ輪紋ウイルスの調査、②名札調査、③樹勢調査を実施しました。
1.調査概要

①調査日︓令和５年６⽉27日（⽕）15:00~17:00, 6⽉28日(⽔)15:00~16:30
7⽉3日（⽉）13:00~16:30 , ７⽉５日（⽔）10:15~12:00 計４日間

②調査場所︓御幸公園梅林内
③調査対象︓梅林内のウメ約200本
④調査員︓幸区役所道路公園センター職員

2.調査項⽬
①ウメ輪紋ウイルスの調査

病葉の有無
・農林⽔産省の資料を参考に、病葉の発生状況について調査を実施
（項目）+︓疑わしい -︓発症無
アブラムシの発生状況
・ウメ輪紋ウイルスを媒介するアブラムシの発生状況について調査を実施
（項目）+︓全体に発生 -︓発生無

②名札調査
・樹名札の設置状況について調査を実施
（項目）+︓有 -︓無
・ラミネート札の設置状況について調査を実施
（項目） +︓有 -︓無

③樹勢調査
・対象⽊の樹勢について調査を実施
（項目） +︓健全 -︓枯れ

【基本⽬標５ 梅林の保全 － 実施計画（２）梅の⽊の保全対策】
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令和5年度調査結果
1.ウメ輪紋ウイルス(PPV)の調査
1-1.ウメ輪紋ウイルス(PPV)に感染している樹⽊の有無
・ウメ輪紋ウイルス(PPV)への感染が疑われる樹⽊は認められませんでした。
1-2.アブラムシの発生状況
・調査時にはアブラムシが発生している樹⽊は確認されませんでした。
2.名札調査
・ラミネート名札は⾬等で劣化しているものがあったため、ラミフリーで再度作成

し、設置しました。
樹名板については除草時に刈払機の刃が当たることによる破損が⾒受けられたた
め、部材を変更して設置する等検討をします。

3.樹勢調査
・梅林内の調査対象のウメ約200本のうち、2本については枯死が確認されました。

また、３本についてはキノコが確認されました。更新の必要性を含め対応を検討
します。

今回の調査で、確認できないウメがいくつかあることが分かりました。
梅林管理図の修正も今後⾏う予定です。

ウメ輪紋ウイルス(PPV)について
ウメ、モモ、アンズ類に感染し、果実が成熟前

に落下するなどの被害をもたらす。
アブラムシにより媒介されるほか、穂⽊や苗⽊

を経由して感染する。
ヒトや動物に感染することはないが感染⽊の治
療法がないため発⾒次第伐採・伐根が必要。

キノコ発生

0 50 100 150 200 250

+：疑わしい
-：発症無

+：全体に発生
-：発生無

+：有
-：無

+：有
-：無

+：健全
-：枯れ

病
葉
の
有
無

ｱﾌ
ﾞﾗ
ﾑｼ
の
発

生
樹
名
板

ラ
ミ
ネ
ー
ト

名
札

PP
V

名
札
有
無

樹
勢

+ -

ラミネート再作成 破損して落下した樹名板
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令和４年度 市⺠との協働の取組について 
 

【基本目標５ 梅林の保全 － 実施計画（１）協働による維持管理】 

 
１ 総合科学高等学校ボランティア同好会による梅林の維持管理作業協力等 

○内 容：①年間を通じた圃場での水やり 

     ②梅の実摘果作業（６月） 

     ③観梅会及び幸区５０周年イベント（レジンづくり）（２月）での協力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 近隣小学生（御幸小、古市場小）との御幸公園の魅力向上の取組 

○内 容：①御幸小との活動（５０周年花壇の植替えや梅の花摘み体験（２月）） 

②古市場小との活動（梅の実収穫（６月）や梅林の維持作業体験（１１月）） 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R5.8.10 第３０回御幸公園梅香事業 推進会議資料 

古市場小との活動 古市場小との活動 

御幸小との活動 御幸小との活動 

摘果作業 圃場での水やり 
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３ 市民による梅の育成・管理 

○内 容：①梅の実摘果作業（６月） 

②剪定講習会（御幸公園（７月）） 

     ※うめかおるサポーターが参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 令和５年度の取組予定 

 ・うめかおるサポーターについて、７月１４日にサポーターと話し合いを実施し、今

後の取組について、意見を聴き引き続き調整していくこととなった。また、サポータ

ーの拡充も引き続き行うこととした。 
 ・公園に近接する総合科学高等学校に、引き続き摘果など時期ごとの作業や除草・水

やり等の年間を通した維持管理作業に協力してもらうほか、魅力発信の取組等にも協

力を呼び掛ける。 
 ・近隣の子どもたちに、梅の花や梅の実に触れることで御幸公園や御幸の梅に愛着を

持ってもらうため、梅の実の収穫体験（６月１日実施済み）や、梅の花を活用したイ

ベントを実施する。 
 ・来年度に開催する全国都市緑化かわさきフェアに向け、今年度から取組を検討・実

施する。 

剪定講習会 摘果作業 
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基本目標 実施計画 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備　　　考 担当部署

（１）

情報発信
行事や募集、観梅会についてＨＰ
や市政だより等により周知する。

     ◎

企画課

写真展の開催 写真展の開催
　　◎ 　　◎

○
表彰

地域振興課

回顧展の開催

（３）
梅まつりの
開催

観梅会を開催する。

　　　　　　　▼ 　　　　○

観梅会形式の検
討

企画課
DKC

２
歴史・文化の
伝承

（１）
歴史・講演会
等の開催

幸区の歴史関連事業 生涯学習支援課

３
梅林の復活

（１）
梅林の整備 河川財団の助成金活用 植樹はR４で終了 DKC

（１）

梅の実の活用
収穫期に協働の取組の実施や食
用としての収穫したウメの検討を
行う。

     ◎

DKC

（２）
梅苗木の活用

御幸の梅の苗木を寄附者等に還
元できるよう、検討する。

DKC

協働による維
持管理

高校生ボランティアなど、学校と連
携した取組を実施する。

DKC

寄付・募金制度 総務課

（２） 梅の木の保全
対策

輪紋ウィルス対策等 DKC

（１）
学校における
梅の学習

総合学習での取組提案を行い、
現場実習を含めた学習サポートを
行う。

▼ 　　　　　▼
DKC

（２）
絵画コンクー
ル等の実施

川柳コンクールの開催 地域振興課

（３）

学校との連携に
よる魅力発信

▼
▲ ▲ ▲

　
　

▲

　

▼
　　　　▲

企画課
DKC

（４） 学校への植樹
の促進

接ぎ木の活用 R4年度希望無し DKC

（１）
施設の整備 ベンチなどの設置 DKC

（２） 広域避難場所
の活用

危機管理担当

◎ ◎ ○        ○ ○ 　　○
DKC

６
次世代への
継承

７
公園の利用
促進

御幸公園梅香事業推進会議

（１）

　　　　　　　　　　　　　　令 和 5 年 度　御 幸 公 園 梅 香 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル　　　　　

1
魅力の発信

（２）

４
梅林の活用

５
梅林の保全

8/10 第30回会議

区民祭にてＰＲブース出展

第31回会議（仮）11/20

申請

庁内連絡会議
観梅会

（第32回会議）庁内連絡会議
7/20 庁内連

絡会議

観梅会開催開催日検討・調整 推進会議にて開催日決定 観梅会の企画検討

各活動団体・学校等に出演依頼、開催に向けた協議・調整・準備等

総合学習等の実施に関する協議・調整等

観梅会での発表会に関する協議・調整等

総合学習等の実施依頼

観梅会での学習成果発表依頼

観梅会での

学習成果発表会

関係機関調整（穂木確保）・イベント準備等

河川財団への報

内容検討 募集

うめサポ獲得に向けた取組（摘果・除草・施肥・潅水・剪定等）

再接ぎ木（秋）の検証（必要に応じ調整・実施）

発表

区民祭
10/21-22

危機事象・被災状況等に応じた柔軟な利活用

工事期間

ウイルス調査 防除

4/3～4/14
区役所１階

4/24～5/12
日吉出張所

写真募集・選考

講座内容・講師・開催日の検討調整
歴史講座及び関連図書コーナーの設置募集

防除

観梅会出演

観梅会チラシデザイン制作依頼 作品受領 推進会議にて

作品選考・決定

採用作品を用いたチラシに

て
制作者への感謝状贈呈

出演に関する協議・調整等観梅会への出演依頼

発表

カレンダー製作 ・ 事業ＰＲ動画製作 ・ ボランティア体験等

（総合科学高校に様々な取組への参加を依頼）
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参考資料１



 
御幸公園梅香事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 幸区の魅力ある地域資源の一つであり、明治天皇が観梅に行幸された御幸公園

において、豊かな緑、文化、芸術、歴史等の特徴を活かしながら、区民の地域への愛

着と誇りを育んでいくため、様々な主体との連携及び協働を通して、賑わい及び彩り

豊かな「御幸公園梅香（うめかおる）事業」（以下「梅香事業」という。）を実施す

る。 

（実施場所） 

第２条 梅香事業の実施場所は、次のとおりとする。 

幸区東古市場１ 御幸公園内 

（梅香事業の内容） 

第３条 梅香事業の内容は、次の各号に掲げる事項とする。 

 (1) 地域との協働事業に関すること。 

 (2) 学校との連携事業に関すること。 

(3) 梅林の保全に関すること。 

 (4) 梅林の活用に関すること。 

 (5) 御幸地区の歴史・文化に関すること。 

 (6) イベント等の企画及び実施に関すること。 

 (7) 梅の植樹に係る寄付に関すること。 

 (8) その他必要な事項に関すること。 

（御幸公園梅香事業推進会議） 

第４条 梅香事業を実施するに当たり、御幸公園梅香事業推進会議を設置する。 

（その他） 

第５条 この要綱の定めのない事項については、区長が定める。 

附 則 

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。 

参考資料３ 
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参考資料２



 
 
 

 
御幸公園梅香事業推進会議設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 御幸公園梅香事業実施要綱第３条に基づき、御幸公園梅香事業（以下「梅香

事業」という。）を地域住民を中心とした様々な主体が協働して推進するため、御

幸公園梅香事業推進会議（以下「推進会議」という。）を設置する。 

（協議事項） 

第２条 推進会議は、梅香事業の推進に関することについて協議する。 

 （構成） 

第３条 推進会議は、別表に掲げる者をもって構成する。 

２ 推進会議には、委員長、副委員長及び顧問を置くものとする。 

３ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

４ 委員長は、会務を総理する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理す

る。 

６ 顧問は、幸区長とする。 

７ 推進会議は、顧問に意見を求めることができる。 

８ 委員長が必要と認めるときは、関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（推進会議） 

第４条 委員長は、必要に応じて推進会議を招集し、その議長となる。 

２ 委員は、推進会議に出席できないときは、その指名する者を代理で推進会議に出

席させることができる。 

（事務局） 

第５条 推進会議の事務局は、幸区役所道路公園センターに置く。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めのない事項については、委員長が定める。 

附 則 

 この要綱は、平成２７年８月２５日から施行する。 

  附 則 

 この要綱は、平成３０年１０月１日から施行する。 

参考資料 ３ 
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参考資料３



 

 
別表（第３条関係） 

 所属団体等 

１ 幸区町内会連合会 

２ 幸区老人クラブ連合会 

３ 幸区子ども会連合会 

４ 幸観光協会 

５ 幸区文化協会 

６ 企業 

７ 学校 

 
顧問 区長 
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御幸公園梅香事業庁内連絡会議設置要綱 
 
（目的及び設置） 
第１条 御幸公園梅香事業の推進に向け、幸区役所内における施策の総合的な調整等を

行うため、御幸公園梅香事業庁内連絡会議（以下、「会議」という。）を設置する。 
 
（所掌事務） 
第２条 会議の所掌事務は、次のとおりとする。 
（１） 御幸公園梅香事業推進計画に係る施策の調整に関すること。 
（２） 御幸公園梅香事業推進計画の進行管理に関すること。 
（３） 御幸公園梅香事業の推進に係る企画及び立案に関すること。 
（４） 前３号に定めるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事項 
 
（組織） 
第３条 会議は、別表に掲げる者をもって組織する。 
２ 委員長は、区長をもって充てる。 
３ 副委員長は、副区長をもって充てる。 
４ 委員長は、会務を総理する。 
５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 
６ 第１項に掲げる者のほか、委員長が必要に応じて、臨時の委員を置くことができる。 
 
（会議） 
第４条 会議は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 
 
（事務局） 
第５条 会議の事務局を道路公園センターに置く。 
 
（その他） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が定める。 
 

附 則 
この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 
 
 附 則 
この改正要綱は、令和５年４月１日から施行する。 
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別表（第 3 条関係） 
１ 区長 
２ 副区長 
３ 道路公園センター所長 
４ まちづくり推進部総務課長 
５ まちづくり推進部企画課長 
６ まちづくり推進部地域振興課長 
７ まちづくり推進部生涯学習支援課長 
８ 道路公園センター管理担当課長 
９ 道路公園センター整備担当課長 
１０ 道路公園センター協働・利活用推進担当課長 

 

31



委員

所属団体等 氏名 役職

1 幸区町内会連合会 中川　潔 会長（南河原地区町内会連合会会長）

2 幸区町内会連合会 金井　弘年
副会長（御幸地区町内会連合会会長）
古市場町内会会長

3 幸区町内会連合会 齊木　敏雄
副会長
（日吉地区町内会連絡協議会会長）

4 小向仲野町新生会 小林　則男 町内会長

5 幸区老人クラブ連合会 泉　　宣枝 会長

6 幸区子ども会連合会 神谷　厚子 副会長

7 幸観光協会 加藤　邦彦 専門委員

8 幸区文化協会 山田　益男 会長

9 株式会社東芝　小向事業所 中村　大樹 総務部総務担当グループ長

10 市立小学校 柴田　　薫 西御幸小学校　校長

11 市立中学校 吉村　尚記 御幸中学校　校長

12 市立高等学校 濱野　雄功 川崎総合科学高等学校　校長

顧問 幸区役所 赤坂　慎一 区長

事務局長 幸区役所道路公園センター 沼田　聡史 所長

「御幸公園梅香事業」推進会議　名簿

参考資料５
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令和４年度 第２８回御幸公園梅香事業推進会議 
議事録 

 
１. 日時  令和４年１１月２８日（月） １４：００～１５：００ 

 
２. 場所  幸区役所４階第１会議室 

 
３. 出席   

  □委員 
   ○幸区町内会連合会       中川潔   委員長 
   ○幸観光協会          加藤邦彦  副委員長 
   ○幸区町内会連合会       齋木敏雄  委員 
   ○幸区子ども会連合会      神谷厚子  委員 

○幸区文化協会         山田益男  委員 
○株式会社東芝小向事業所    中村大樹  委員 
○御幸小学校          滝口太志  委員 
○御幸中学校          石塚全   委員 
○川崎総合科学高等学校     荒井利之  委員 

    
   （順不同） 
 

□顧問 
○幸区長        赤坂慎一 
  

    □関係者 
      副区長        寺澤昌恵 

     総務課        四柳正人担当係長 
      企画課        名藏健二担当係長、岩田貴裕職員 
      地域振興課      島崎則夫課長、原田裕太係長 

生涯学習支援課    加藤るみ子課長 
□事務局 

○幸区役所道路公園センター  
石井芳和所長 

管理課           中村亮太係長、長瀬元主任、竹田隼人職員   
整備課              廣井勝成課長、伊藤公一担当課長、中島雅代主任、森優香職員 

 
４. 欠席  

○幸区町内会連合会副会長    金井弘年 委員 
○小向仲野町新生会       佐野昇  委員 
○幸区老人クラブ連合会会長   佐藤例藏 委員 
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参考資料６



 
５. 傍聴者 ０人 
 
６. 配布資料 
    □議事次第 
    □資料１ うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
    □資料２ 令和４年度観梅会の実施について 
    □資料３ 令和４年度観梅会チラシデザインの作品選考について 
    □資料４ 御幸公園施設整備について 
    □資料５ うめかおる寄附・募金について 
    □資料６ 歴史・文化の伝承に関する取組について 
    □参考資料１ 第２７回梅香事業推進会議摘録 
 
７. 議題 
    □  開会 
    □  議題 

（１） うめかおる写真展及び川柳コンクールについて 
（２） 令和４年度観梅会の実施について 
（３） 令和４年度観梅会チラシデザインの作品選考について 
（４） 御幸公園施設整備について 
（５） うめかおる寄附・募金について 
（６） 歴史・文化の伝承に関する取り組みについて 
（７） その他 

    □  閉会 
        
８. 決定事項 
    □ 各課からの議題については、提案のあったとおり進めることとする。 
 
９. 会議の内容及び主な発言 
 
事務局）  ・開会宣言及び資料の確認についてのアナウンス 

・川崎市審議会等の会議の公開に関する条例における会議公開の対象となっているため、

傍聴の許可をしているので、御了解をいただきたい。 
・報道関係者の取材についても許可をしている。 
・行政の記録や市政だより等への資料のため、会議の様子の写真を撮っている。 
・会議録を作成するため、終了まで録音をしている。 

 
委員長）  ・ご多忙の中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 
      ・今年の１０月には３年ぶりに幸区民祭が開催され、梅香事業のブースにも多くの人が訪

れたと聞いております。 
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      ・今年度で植樹は終了になりますが、市制１００周年に向けて梅林が幸区の宝物として育

てていきたいと考えています。本日はよろしくお願いいたします。 
 
議題（１）うめかおる写真展及び川柳コンクールについて（地域振興課）  
・うめかおる写真展及び川柳コンクールについて資料１を基に説明。 
 
（委員長）    

では、この案で進めていただきたい。 

 

議題（２）令和４年度観梅会の実施について（企画課）  
・令和４年度観梅会の実施について資料２を基に説明。 
 
（山田委員） 

区制５０周年記念という今までにない観梅会の位置付けということで、令和元年度の観梅会とはど

ういう差別化をするのか。また、野点の代替案は具体的にどのような内容を考えているのか。文化

協会も協力できることがあれば声をかけてもらいたい。 
（企画課） 

区制５０周年という節目ということもあり、三渓園からいただいた枝を接ぎ木し、圃場から梅林に

戻すという歴史文化の伝承の取組を紹介する。その他イベント等は検討していく。 
野点について現時点代替案は無い。野点の経験者等に相談しながら感染症対策を考慮した方法での

開催を探る。また、文化協会には相談させていただきたい。 
 
（委員長）    

では、この案で進めていただきたい。 

 
議題（３）令和４年度観梅会チラシデザインの作品選考について（企画課）  
・令和４年度観梅会チラシデザインの作品選考について資料３を基に説明。 
・川崎総合科学高等学校デザイン科から３作品受領。 
・各委員が①～③までの作品のうち、適当と思われる作品を１点選び、無記名投票。 
・得票数が一番多い作品を採用作品と決定。得票数が一番多い作品が２作品ある場合は、出席委員に

より決戦投票を行い、得票が多い１作品を採用作品と決定する。 
・会議出席者のみの投票のため、投票数は１０票。 
 
作品番号 ① ② ③ 無効票 投票数 

合計 
委員定数 

投票数 
１回目 

４ ２ ４ ０ １０ １３ 

投票数 
２回目 

６  ４ ０ １０ １３ 
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・結果、上記の表のとおり作品番号①を採用作品として決定した。 
 
議題（４）御幸公園施設整備について（道路公園センター）  
・御幸公園施設整備について資料４を基に説明。 
 
（山田委員） 

枯れた樹木は既存の木がすべてなのか。植樹した梅も含まれているのか。また、既存の木から枯れ 
ていってしまうと思うが、２年後に市制１００周年を迎えるにあたって将来的に今後どのような管 
理を行っていくのか。 

（道路公園センター） 
枯死はほとんど既存の木である。枯れた木については、圃場で育てている三渓園からいただいた接 
ぎ木の苗の移植等を考えている。 

 
（委員長）    

では、この案で進めていただきたい。 

 
議題（５）うめかおる寄附・募金について（総務課）  
・うめかおる寄附・募金について資料５を基に説明。 
・令和５年度以降も募金は継続する。 
・うめかおる寄附は植樹を目的としており、今年で植樹を完了することからこの形での寄付は終了す 

る。なお、梅林の維持管理等への寄付の申出があった場合は今後は一般的な幸区への寄附として受 
け付ける。 

 
（委員長）    

では、この案で進めていただきたい。 

 
議題（６）歴史・文化の伝承に関する取組について（生涯学習支援課）  
・歴史・文化に関する伝承に関する取組について資料６を基に説明。 
 
（委員長） 
 現在何名の申込みがあるのか。 
（生涯学習支援課） 
 １５名。 
 
（委員長）    

では、この案で進めていただきたい。 
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議題（７）その他  
（道路公園センター） 

今年度で梅の植樹が終了となるが、今後は梅林を含めた御幸公園の魅力の向上と発信が重要とな

る。改めて皆様から意見を頂戴して盛り上げていきたい。提案等あれば道路公園センターに連絡が

欲しい。 
 
以上で議事は終了。 
  
事務局）本日の議事録は、後日送付する。 
    第２９回御幸公園梅香事業推進会議は観梅会当日（２月１９日）とする。 
 
                                           以上 
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